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1 はじめに 

1.1 本書の位置付 

想定読者：アプリ作成者 

本書は、イット builderでPDFの帳票を出力するために必要なPDF帳票テンプレート（拡張子：jrxml）

の作成方法について示す。PDF 帳票テンプレートは Jaspesoft Studio を利用して作成する。 

 

1.2 Jaspesoft Studio とは 

 Jaspesoft Studio とは、Jaspersoft 社が開発、販売しているオープンソースの帳票レイアウトの作

成ソフトウェアである。無償のコミュニティ版と有償のエンタープライズ版があるが、本書ではコ

ミュニティ版を使用して帳票レイアウトを作成する。 
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2 ソフトウェアの導入 

2.1 Jaspesoft Studio 

2.1.1 インストーラーのダウンロード 

・http://community.jaspersoft.com/ にアクセスし、[Download Now]をクリックする。 

 

・JasperSoft Studio の[Download]をクリックする。 

 

・使用しているパソコンの OS に応じたバージョンのダウンロードリンクをクリックする。 

 

※画像は 64bit の Windows を使用している場合のものです。 

 また、ソフトウェアのアップデートによりリンクの文字列が異なる場合があります。 
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・画面中央の緑色のバーが一杯になるとダウンロードが開始されます。 

 

 

(補足) ログイン・会員登録画面が出現した場合 

JasperSoft Studio は会員登録をしなくても使用することができます。ログイン・会員登録画面の右

下にある[No Thanks]をクリックすることで次のステップに進むことができます。 

 

 

  



4 

 

2.1.2 ソフトウェアのインストール 

・ダウンロードしたインストーラーを実行する。 

 

・確認画面が表示されたら[はい]をクリックする。 

 

・使用許諾書を読み、同意する場合は[I Agree]をクリックする。 
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・JasperSoft Studio のインストール先を選択し[Install]をクリックする。 

 

・インストールが終了したら[Finish]をクリックする。 
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3 PDF 帳票テンプレートの作成 

3.1 キーファイルの準備 

・帳票作成に使用するアプリで帳票作成を行うデータベースを選択した「データ一覧表示画面」ま

たは「データ詳細表示画面」を追加する。追加方法についてはアプリ設定ガイドラインをご確認く

ださい。 

 

・PDF 出力機能の利用を[利用する]に変更する。 

 

※画像はデータ一覧表示画面の例ですが、データ詳細表示画面でも行うことは同じです。 

 

・[PDF 出力]をクリックする。 

 

 

・[利用可能なキー一覧]をクリックし、CSV ファイルをダウンロードする。 
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3.2 JapserSoft Studio の操作手順 

3.2.1 プロジェクトの作成 

・JasperSoft Studio を起動する 

 

 

・Project Explorer の空欄を右クリックし、[New]の中にある[Project…]をクリックする。 
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・JasperReports Project を選択し、[Next]をクリックする。 

 

・プロジェクト名を入力し、[Finish]をクリックする。 
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3.2.2 PDF 帳票テンプレートの作成 

・「3.2.1 プロジェクトの作成」で追加したプロジェクトを右クリックし、[New]の中にある[Jasper 

Report]をクリックする。 

 

 

・帳票のテンプレートを選択し、[Next]をクリックする。 

 

通常、用紙を縦に使用する場合は「Blank A4」を、用紙を横に使用する場合は「Blank A4 Landscape」

を使用してください。 
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・帳票レイアウトのファイル名を入力し、[Next]をクリックする。 

 

 

・ [New…]をクリックする。 
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・CSV File を選択し、[Next]をクリックする。 

 

 

・[File]をクリックし、「3.1 キーファイルの準備」でダウンロードした PdfKeyInfo.csv を選択する。 

 

・[Get column names from the first row of the file]をクリックする。 
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・データ列が読み込まれたら、データアダプタ名を入力し[Finish]をクリックする。 

 

・データアダプタが作成したものになっていることを確認し、[Next]をクリックする。 
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・[ >> ]をクリックする。 
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・[Next]をクリックする。 

 

 

・グループ利用する項目があれば、その項目を選択し[>]で移動させた後[Next]をクリックする。 

 

※グループ利用を行ったデータ項目では、そのデータ項目の合計値の出力等が行うことができます。

詳細は JasperSoft Studio のヘルプをご確認ください。 
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・[Finish]をクリックする。 

 

 

・PDF 帳票テンプレートが新規作成される。 
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3.2.3 PDF 帳票テンプレートの編集 

ここではイット builder で利用するにあたって必要な事象の説明を行う。JasperSoft Studio の操作方

法についての詳細は JasperSoft Studio のヘルプをご確認ください。 

 

3.2.3.1 データ項目の内容を表示する個所の作成 

・Text Field をクリックし、帳票で表示する個所でドラッグする。 

 

 

・作成した Text Field をダブルクリックする。 
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・デフォルトのテキストを削除する。 

 

 

・追加するデータ項目をダブルクリックする。 
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・データ項目が追加されたら[Finish]をクリックする。 

 

 

以上でイット builder のデータベース内のデータを指定可能になります。 

 

3.2.3.2 固定テキストを表示する個所の作成 

・Static Text をクリックし、帳票で表示する個所でドラッグする。 
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3.2.4 PDF 帳票テンプレート関連データの設定方法 

3.2.4.1 サブレポート用のテンプレートファイルを作成する。 

 

3.2.4.2 関連データのデータが存在しない場合に、例外が発生しないように設定する。 
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3.2.4.3 サブレポート用のテンプレートをコンパイルする。（コンパイルしないとメインテンプレートで認

識できない。 

 

 

 

 

 

3.2.4.4 作成ファイル管理を使用して、コンパイルされたサブレポート用テンプレートをアップロードする。 
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3.2.4.5 関連データ用のフィールドを指定する。 

  

 

 

 

 

設定名 設定値 

Name RT【関連データ連番】 

Class java.util.List 
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3.2.4.6 Design 上で右クリックし、「Add Detail Band」を選択する。 
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3.2.4.7 subreport を追加する。 
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3.2.4.8 subreport の設定を行う。 

 

 

設定名 設定値 

Expression "サブレポートファイルパス(※１)" 

Parameter Map Expression  

Connection Expression  

Data Source Expression new JRBeanCollectionDataSource($F{RT【関連データ連番】}) 

 

※１：3-4 でファイル管理でアップロードしたファイルパスを指定する。 

  ・"/"始まりは絶対パス、"/"始まりでない場合はファイル管理と同じ相対パスとなる。 

  ・絶対パスで指定できるパスは、パラメーター管理の「FILES_ROOT_DIR」と

「WEB_FILE_ROOT_DIR」のパスが対象である。 

  ・Web コンテンツでアップロードして URL で指定することも可能。 

  【例】"pcc001/data/pdf/App_4_A010_Detail_RT1.jasper" 
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3.2.5 PDF 帳票テンプレートの出力 

・[File]をクリックする。 

 

 

・[Export Files to…]を選択する。 

 

 

・出力する PDF 帳票テンプレートのチェックボックスをオンにする。 

 

 
出力する PDF帳票テンプレートの 

チェックボックスをオンにする。 
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・[Browse…]をクリックし、出力先を選択する。 

 

 

・[Finish]をクリックする。 

 

 

以上で PDF 帳票テンプレートを出力することができます。 
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3.3 PDF 帳票テンプレートの設定 

・「3.1 キーファイルの準備」で作成した「データ一覧表示画面」または「データ詳細表示画面」

の設定画面を表示する。 

 

・PDF 出力機能の利用を[利用する]に変更する。 

 （「3.1 キーファイルの準備」 参照） 

 

・[PDF 出力]をクリックする。 

（「3.1 キーファイルの準備」 参照） 

 

・[参照…]をクリックし、「3.2.4  PDF 帳票テンプレートの出力」で出力した PDF 帳票テンプレ

ートを指定する。 

 

 

・[変更]をクリックする。 
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4 補足説明 

4.1 利用可能なキー一覧に記載されているキーについて 

キーにはデータ一覧表示画面でのみ利用可能なものと、データ一覧表示画面とデータ詳細表示画面

の両方で使用可能なものがあります。 

 

4.1.1 データ一覧表示画面とデータ詳細表示画面の両方で使用可能なキー 

「Field_D001」のように「Field_」で始まるキーが、データ一覧表示画面とデータ詳細表示画面の両

方で使用可能なキーです。各キーがどのデータと対応するかは、データベースの設定画面で確認す

ることができます。データ項目画面を表示し、データ項目の ID を確認してください。 

  

データ項目の左上に記載されている文字がデータ項目の ID です。上図では部署名の ID は 

D001、社員番号は D002、氏名は D003、役職は D004 となっています。 

キーの「Field_」に続く文字はデータ項目の ID と同じです。上図データベースの部署名は Field_D001

と対応し、氏名は Field_D003 と対応します。 

 

「3.1 キーファイルの準備」でダウンロードした CSV には、データ項目の並び順に関係なくデー

タ ID の小さいものから記述されています。上図のデータベースのように、データ ID が昇順に並ん

でいる場合はデータベースのデータを一括ダウンロードし、データ部分のみをコピーしてからデー

タアダプタとして指定することで、実際にデータを入れながら JasperSoft Studio のプレビュー機能

を利用することができます。 

 

 

 

データ項目の ID 
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4.1.2 データ一覧表示画面でのみ利用可能なキー 

「Field_」以外の文字から始まるキーがデータ一覧表示画面でのみ利用可能です。 

出力したデータ列の総数を表す「TotalNum」というキーと、検索機能を利用する設定には実際に検

索で使用した語句を表示する「SearchFieldVal_****」(*は検索条件項目に設定したデータ項目の ID)

というキーの 2 種類があります。 

これら 2 種類のキーを使用する場合、キーをパラメータとして追加する操作が必要となります。 

 

・Outline 内の「Parameter」を右クリックする。 

 

・[Create Parameter]をクリックする。 

 

 

・新規作成したパラメータをクリックする。 
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・Name を使用するキー名に変更する。 

 

 

・使用するキーが TotalNum の場合、Class の横の[…]をクリックする。 

 

 

・Integer と入力し検索する。 
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・Integer – java.lang をダブルクリックする。 
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4.2 フォントについて 

4.2.1 フォントを埋め込む場合 

4.2.1.1 利用可能なフォント 

イット builder で利用可能なフォントは以下となります。フォントの設定はこの範囲で行ってくださ

い。 

 

フォント名 フォント見本 

IPAex ゴシック イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

IPA ゴシック イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

IPA P ゴシック イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

IPAex 明朝 イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

IPA 明朝 イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

IPA P 明朝 イット builder は 3step で Web アプリが簡単に！ 

※「IPA P ゴシック」と「IPA P 明朝」は IPA の後に半角スペースを 1 つ挟みますが、それ以外の 4

つは IPA の後に半角スペースは不要です。 

 

(補足) 各フォントの違いについて 

「IPAex ゴシック」と「IPAex 明朝」は、和文文字（ひらがな、漢字など）は幅が固定となって

いますが欧文文字（数字やアルファベットなど）は文字の形に応じて幅が異なっています。そのた

め文章として読みやすく、固定テキストの表示に適しています。 

「IPA ゴシック」と「IPA 明朝」は文字の形にかかわらず種類に応じて幅が同じになっています。

和文文字 1 文字に対し、欧文文字 2 文字分の大きさです。同じ文字種の範囲内なら、どの文字を使

っても桁がずれないため、データ表示に適しています。 

「IPA P ゴシック」と「IPA P 明朝」は文字の形によって幅が変化しており、和文文字を使用する

場合において 3 種類の中では同じ文字を表示させるときに必要な幅がもっとも小さくなります。狭

い範囲に多くの文字を表示させたい個所に適しています。 
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4.2.1.2 設定方法 

・Static Text や Text Field などのテキスト表示欄をクリックする。 

 

 

・フォント名を直接入力する。 

 

※ご利用の端末にフォントをインストールすると、プルダウンで選択が可能となります。 

IPA フォントのダウンロードは以下の URL から行えます。 

IPA フォントのダウンロード- IPA 独立行政法人 情報処理推進機構：http://ipafont.ipa.go.jp/ 
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4.2.2 フォントを埋め込まない場合 

ゴシック体である「平成角ゴシック」と、明朝体である「平成明朝」および「小塚明朝」が使用可

能です。 

 

4.2.2.1 フォントを埋め込まない場合のメリット・デメリット 

フォントを埋め込まないことで得られるメリットは、フォントの分だけ PDF のファイルサイズを小

さくすることができます。デメリットは出力した PDF ファイルを見る端末に、該当フォントがイン

ストールされていない場合、意図しない表示(文字化けなど)が起こる場合があります。 

 

4.2.2.2 設定方法 

・[Advanced]をクリックする。 

 

 

※画面右側のプロパティ表示欄に十分な横幅がない場合、下図のように[Advanced]が表示されてい

ないことがあります。この場合は[>>]をクリックすると[Advanced]が選択できます。 

 

  

[Advanced]をクリックする 

[>>]をクリックする 
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・画面を下にスクロールし PDF の設定を表示する。 

 

※場合によっては「 > PDF」のように表示され、PDF の設定項目が格納されていることがあります。

この場合は[>]をクリックし、PDF の設定項目を表示してください。 

 

・プルダウンから各項目を変更する。 

 

 

下表から項目を設定してください。他の値が設定された場合、エラーになる可能性があります。 

設定項目 設定可能値 説明 

PDF Embedded false PDF にフォントを埋め込まない設定にする 

PDF Encoding UniJIS-UCS2-H 日本語の横書き文章として扱う 

UniJIS-UCS2-H-HW-V 日本語の縦書き文章として扱う 

PDF Font Name HeiseiKakuGo-W5 平成角ゴシックのW5 を標準フォントに設定する 

HeiseiMin-W3 平成明朝のW3 を標準フォントに設定する 

KozMinPro-Regular 小塚明朝 Pro を標準フォントに設定する。 

 

  

[>>]をクリックする 

プルダウンで 

項目を変更する 
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5 不具合かな？と思ったら 

PDF 帳票テンプレートに何かしらの誤りがある場合、イット builder は帳票出力時にエラー画面を

表示します。本章では、陥りやすい失敗例を紹介します。 

 

●テキスト表示欄として使用するアイテムが間違っている 

JasperSoft Studio では、テキストを表示する項目に「Text Field」と「Static Text」の 2 種類があ

ります。Static Text は入力した文字をそのまま出力するもので、基本的に何を入力しても使用可能

です。しかし、Text Field は変数を入力し、それに対応する値を出力するものであるため、Text Field

に変数を利用しない文字列を入力するとエラーとなります。 

(例) Text Field にタイトルとして存在しない変数である「Sample Report」と入力する、など。 

 

●テキストに使用するフォント名が間違っている 

入力されたフォント名が間違っている場合や、イット builder で利用できないフォントが指定され

ている場合エラーとなります。イット builder で利用可能なフォントのみ設定してください。 

端末にフォントをインストールしてプルダウンで選択した際に、「4.2.1 利用可能なフォント一

覧」に記載されているフォント名と名称が異なる場合もエラーとなります。その場合はお手数です

が「4.2.1 利用可能なフォント一覧」に記載されているフォント名を入力ください。 

(例)IPAex ゴシックをインストールしたら「IPAexGothic」という名称になっている、など。 

 


